
レフュージア動植物園（仮称）構想
恵那キャンパス内には，多くの東海地方固有の植物（東海丘陵要素植物）や水生昆虫が生育している．いずれの植物，昆虫も開発予定地に生育が確認できた
場合には，生育地保全，移設が必要な東海地方固有種もしくは絶滅危惧種である．これら生物種のレフュージア（避難地）として，貢献可能である．
恵那キャンパス内の東海地方固有の湿地生態系保全のためには，水源地の開発は避ける必要がある（図中赤線内エリア）．

湧水湿地
東海地方固有の湿地生態
系．恵那キャンパス内で
最も貴重な湧水湿地

放棄水田
東海地方固有の水生
昆虫ヒメタイコウ
チの自生地

法面
全国的に保全されているハルリンドウ自生地
東海地方最大の群落を形成

湧水湿地（東海地方固有の湿地生態系）
東海地方各地で保全されているシラタマホシクサの
自生地

湧水湿地
東海地方固有の湿地生態系．東海地方固有の
水生昆虫ヒメタイコウチ，全国的に保全され
ているハッチョウトンボの自生地

渓流
東海地方固有種，絶滅危惧種が多数自生地．開発予定地から移設されたカザグルマの移設地

草地
東濃各地で保全されている
ササユリの自生地

渓流
渓流には東海地方固有種が多数自生

ミカワバイケイソウ
（東海地方固有種）

シデコブシ
（東海地方固有種）

ミカワバイケイソウ
（東海地方固有種）

カタクリ
（絶滅危惧種）

カザグルマ
（絶滅危惧種）

モウセンゴケ（絶滅危惧種）

ヒメタイコウチ ハッチョウトンボ
（東海地方固有種） （絶滅危惧種）

モウセンゴケ（絶滅危惧種）

サギソウ（絶滅危惧種）

トキソウ（絶滅危惧種）

ヒメタイコウチ
（東海地方固有種）

ササユリ
（絶滅危惧種）

シラタマホシク
（絶滅危惧種）

ハルリンドウ
（絶滅危惧種）



レフュージア予定地
研修棟西側の放棄水田
国道19号線瑞浪恵那道路建設予定地に自生する絶滅
危惧植物3種（カザグルマ，ヒメカンアオイ，ミカ
ワバイケイソウ）を2021年11月下旬に受け入れ予定．

カザグルマ ヒメカンアオイ ミカワバイケイソウ

現地打ち合わせ
2021年10月28日

レフュージア予定地

レフュージア予定地（放棄水田）



レフュージアに設置された看板（2022年2月）



カザグルマの受け入れ（2021年10-11月）
ピンクのリボンが刺してある箇所に，一株ずつ「カザグルマ」が移植されています．



ヒメカンアオイの受け入れ状況（2021年10-11月）
白いプラスチック製の札が刺してあるところに，「ヒメカン
アオイ」（ギフチョウの食草）が移植されていて，ピンクの
リボンは，移植された場所の印．



トリムコース内湿地視察（2022年1月13日）
トリムコース内の希少種が生育する湿地整備のため



トリムコース内湿地整備状況

←伐採

整備前 整備後

湿地環境の維持のため，植生遷移が進行し，繁茂し
た周辺部を除草．
湿地の調査，見学による踏み付け防止のため，ハン
マーステップ（右図）を設置予定．
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バロー物流センター湿地保全地域の視察（2022年1月25日）




